
大井川土地改良区

藤枝源助発電所

地球環境にやさしい再生可能エネルギー

藤枝源助太陽光発電所
🔹施設概要
施設名称 大井川土地改良区 藤枝源助発電所

所在地 静岡県藤枝市源助379‐8地先 発電

設備の区部 太陽光発電設備（10kw以上2,000kw未満）高圧電気

供給方式 電気方式 交流３相３線式 6,600Ⅴ

太陽電池パネル 単結晶シリコン３０５W×９１２枚

敷地面積 1,529 ㎡

発電出力 ２００ Kｗ 合

計出力 想定発電出力287.4ｋｗ 想定年間発電電力量323,000ｋｗｈ

※一般家庭約９０戸分の年間消費電力量

🔹工 期
着 工 令和元年7月4日

発電開始日 令和元年10月30日

総工事費 55,300,000円

≪整備の目的≫

➢ 土地改良施設(幹線用水路)の用地を活用して太陽光発電所を整備し、発

電による売電益を土地改良施設の維持管理費に充当をすることで、経費

の軽減と通常は草が繁茂する場所を防草シートと太陽光パネルの遮光効

果による除草作業の省力化を図ることを目的とします。

➢ 将来の電気自動車や蓄電池の効率化及び低コストにより、太陽光発電に

ついては、今後は、売電から電力の地産地消に移行することが想定され

る。そのため、将来的には、再生可能エネルギーによる発電施設を保有

する強みが発揮されることが十分に考えられます。



≪太陽光発電のしくみ≫

太陽の光エネルギ―を電気エネルギーに変換できる太陽電池を使って電気

をつくっています。

～藤枝源助太陽光発電所では単結晶305Wを912枚使用しています。～



～上の系統図の番号の施設説明～

≪太陽光発電システムの構成≫

≪太陽光発電の遠隔監視システム≫

太陽光発電システムは、太陽光パネルとパワーコンディショナ（イン

バータ系統系保護装置）等で構成されています。

≪その他補足説明≫

➢ 太陽電池パネルとは、太陽電池モジュールを組み合わせて設置したものを

いいます。太陽電池モジュールは、数十枚の太陽電池セルを強化ガラスで

覆った耐候性パッケージに収めて構成されています。

家庭に電気が届くまで

➢ パワーコンディショナは、太陽電池パネルから出力される直流の電気を家

庭で使える交流の電気に変換するインバータと配電線の異常時（停電）な

どの場合に確実に電力系統から切り離す系統連係保護装置から構成されて

います。（藤枝源助太陽光発電所では25Kwを8台設置）

➢ キュービクルは、交流に変換された電気を売電するために、負荷設備に

適した電圧に変換します。

≪設備の説明≫



≪太陽光発電の遠隔監視システム≫

遠隔監視システムを構築し、PC等によりどこにいても、太陽光発電の運

転状況の見える化により、状態異常へのスピーディーな対応が可能となり

ます。

監視カメラシステム（カメラ4台設置）を構築し、PC等によりどこにい

ても、発電所の現地映像を確認することでパネルの破損や不審者の侵入等

の異常な状況を確認できる。

≪太陽光発電所の監視カメラシステム≫


